
弘
安
三
年
五
月
に
入
っ
て
身
延
山
の
西
谷
に
は
、
駿
河
を
中
心
と
し
て
近
郷
か
ら
の
出
入
り
が
活
溌
に
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

先
ず
四
日
に
は
妙
心
尼
御
前
、
十
八
日
に
は
妙
一
尼
御
前
を
始
め
と
し
て
二
十
六
日
に
は
富
木
、
二
十
九
日
に
は
新
田
等
の
諸
氏
よ
り
種
々

の
供
養
品
が
届
け
ら
れ
、
そ
の
礼
状
等
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
此
の
間
に
あ
っ
て
、
八
日
に
は
二
幅
の
曼
茶
羅
本
尊
が
図
顕
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
「
沙
門
日
華
授
与
之
」
と
あ
る
第
九

二
の
三
枚
継
ぎ
か
ら
な
る
御
本
尊
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
「
甲
斐
国
蓮
華
寺
住
僧
寂
日
房
者
、
依
為
日
興
第
一
弟
子
所
申
与
之
如
件
」
と
い

う
日
興
の
添
書
が
大
増
長
天
王
の
左
右
に
小
文
字
で
記
さ
れ
て
い
る
。
寂
日
房
と
い
う
房
号
を
も
っ
た
人
は
、
日
蓮
聖
人
の
在
世
当
時
に

二
人
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
一
人
は
寂
日
房
日
華
で
、
も
う
一
人
は
寂
日
房
日
家
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
場
合
は
寂
日
房
日
華
の

方
に
授
与
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
日
興
の
弟
子
で
身
延
の
地
元
で
あ
る
甲
斐
の
蓮
華
寺
に
住
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
大
本

門
寺
重
宝
也
」
と
大
広
目
天
王
の
左
側
に
小
文
字
で
添
書
が
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
富
士
の
本
門
寺
重
宝
と
し
て
奉
安
さ
れ
て
い
た
も

の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
首
題
と
四
天
王
、
並
に
梵
字
と
ご
署
名
・
花
押
が
太
字
で
雄
潭
な
筆
跡
を
示
し
、
弘
安
式
を
代
表
す
る
も
の
の
一

日
蓮
聖
人
後
期
の
曼
茶
羅
に
つ
い
て
（
三
）

日
蓮
聖
人
後
期
の
塁
茶
羅
に
つ
い
て
（
三
）
（
上
田
）

Ｉ
授
与
者
を
通
し
て
の
動
向
１
１

一

、

上
田
本
昌

(謡）



第
九
五
は
左
梵
字
の
下
に
「
俗
藤
原
国
貞
」
と
あ
り
、
「
六
月
日
」
の
左
に
「
法
名
日
十
授
与
之
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て

藤
原
国
貞
・
日
十
に
与
え
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
俗
と
は
い
え
法
名
を
も
っ
た
信
徒
と
し
て
、
熱
心
な
門
下
の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
だ
が
こ
の
人
物
に
つ
い
て
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
藤
原
姓
か
ら
す
る
と
当
時
は
地
位
を
え
て
い
た
人
か
、
ま
た
は
武
家
で

蔵
さ
れ
て
い
る
。

日
蓮
聖
人
後
期
の
曼
茶
羅
に
つ
い
て
（
三
）
（
上
田
）

幅
と
い
え
る
。
「
沙
門
日
華
」
に
つ
い
て
は
詳
し
い
こ
と
は
不
明
で
あ
る
が
、
同
じ
寂
日
房
で
も
日
家
の
方
は
、
聖
人
よ
り
『
寂
日
房
御

書
』
を
賜
っ
て
お
り
、
一
説
に
よ
る
と
上
総
国
夷
隅
郡
興
津
の
領
主
の
子
で
、
七
歳
の
時
に
出
家
し
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
麺
。
し
か
し

日
華
は
日
興
を
介
し
て
聖
人
の
門
下
と
な
っ
た
こ
と
、
甲
斐
国
の
住
人
で
蓮
華
寺
に
住
し
て
い
た
こ
と
等
の
外
は
、
あ
ま
り
つ
ま
び
ら
か

で
な
い
。
い
ず
れ
に
も
せ
よ
此
の
頃
、
西
谷
を
訪
れ
聖
人
か
ら
御
本
尊
の
授
与
を
得
て
い
た
こ
と
に
は
間
違
い
は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
現
在
、
京
都
の
本
能
寺
に
此
の
御
本
尊
は
保
存
さ
れ
て
い
る
。

次
に
同
じ
く
五
月
八
日
の
図
顕
に
よ
る
御
本
尊
が
沼
津
の
妙
海
寺
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
第
九
三
の
三
枚
継
ぎ
で
、
右
下
の
隅
に
授
与

者
名
が
記
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、
削
除
し
た
も
の
で
あ
り
、
直
接
の
授
与
者
は
不
明
で
あ
る
。
前
の
第
九
二
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
り
、
同
日

二
幅
の
内
の
一
幅
で
あ
る
。
日
華
と
同
道
し
て
西
谷
を
尋
ね
た
人
へ
の
授
与
と
も
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
が
、
確
証
は
え
ら
れ
な
い
。

署
名
と
花
押
が
接
し
て
お
り
、
特
に
「
蓮
」
の
字
は
花
押
の
中
に
収
ま
っ
て
、
此
の
期
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

さ
て
、
六
月
に
入
る
と
窪
尼
か
ら
粟
の
早
稲
が
送
ら
れ
て
き
て
い
る
が
、
俗
日
円
に
対
し
て
曼
茶
羅
の
授
与
が
な
さ
れ
て
い
る
。
日
付

は
不
明
で
あ
る
が
、
四
天
王
は
省
略
さ
れ
て
お
り
、
不
動
と
愛
染
の
二
梵
字
が
全
紙
の
長
さ
に
わ
た
っ
て
書
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
此

の
月
に
書
写
さ
れ
た
他
の
二
幅
と
共
通
し
て
い
る
。
即
ち
第
九
四
・
九
五
・
九
六
の
三
幅
は
共
に
六
月
の
図
顕
で
、
同
型
式
な
と
こ
ろ
か

ら
す
る
と
こ
れ
ま
た
同
日
の
図
顕
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
「
俗
日
円
」
に
つ
い
て
は
詳
細
不
明
で
あ
り
、
真
蹟
は
小
浜
市
の
長
源
寺
に
所
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あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
真
蹟
は
京
都
の
本
法
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
も
う
一
幅
の
第
九
六
は
愛
知
県
実
成
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、

左
梵
字
の
下
に
「
俗
日
肝
授
与
之
」
と
あ
る
。
こ
の
人
も
俗
な
が
ら
日
肝
の
法
名
を
持
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
推
察
し
て
、
前
二
者
と
同
様

の
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
即
ち
日
円
・
日
十
・
日
肝
の
三
名
は
、
共
に
俗
の
身
な
が
ら
日
号
を
持
ち
、
同
型
式
の
御
本
尊
を
、
恐
ら
く

日
を
同
じ
う
し
て
授
与
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
、
な
ん
ら
か
の
関
係
が
あ
っ
た
人
々
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
中
で
日
十
だ

け
が
藤
原
国
貞
と
い
う
姓
名
を
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
日
円
・
日
肝
は
日
十
の
一
門
、
又
は
同
族
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
な
ん
ら
か
の
理
由
で
西
谷
を
尋
ね
、
祈
願
の
た
め
の
曼
茶
羅
を
授
与
さ
れ
た
も
の
と
も
推
察
さ
れ
る
。
聖
人
の
門
下
が
す
べ
て
日
号

を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
主
な
弟
子
を
始
め
日
妙
・
日
女
・
光
日
等
男
女
を
問
わ
ず
日
号
を
も
っ
て
い
た
人
々
は
、
皆
篤
信
の

（
ｚ
）

徒
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
前
に
も
述
べ
た
如
く
、
二
梵
字
大
書
の
型
式
は
、
主
と
し
て
祈
願
の
為
の
図
顕
が
多
い
。
四
天
王
を
略
し

て
不
動
・
愛
染
の
二
梵
字
（
種
子
の
形
象
化
）
大
書
は
、
例
え
ば
弘
安
二
年
十
一
月
の
第
七
○
か
ら
、
同
三
年
三
月
の
第
八
○
ま
で
に
八

幅
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
三
幅
も
ま
た
同
様
の
趣
旨
を
も
っ
て
、
同
型
式
の
二
梵
字
大
書
と
な
っ
た
も
の
と
も
い
え
よ
宛
。
此

の
年
は
正
月
早
々
よ
り
特
に
法
華
経
を
信
仰
す
る
人
々
に
対
し
て
、
他
の
宗
団
か
ら
の
批
難
が
強
ま
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
正
月
ニ

ノ

（
４
）

十
七
日
の
大
田
入
道
宛
の
御
返
事
に
よ
る
と
、
真
言
の
座
主
を
中
心
と
し
て
「
此
等
人
々
は
釈
迦
・
多
宝
・
十
方
の
諸
仏
の
大
怨
敵
」
で

シ

シ
フ

あ
り
、
「
御
鐵
敵
な
り
と
見
え
て
候
ぞ
。
我
弟
子
等
此
旨
を
存
て
法
門
を
案
給
く
し
。
」
と
訓
示
し
て
い
る
。
ま
た
三
月
八
日
の
上
野
殿
に

宛
て
た
御
返
事
に
よ
れ
ば
、
「
天
の
日
月
、
八
万
四
千
の
星
、
各
い
か
り
を
な
し
、
眼
を
い
か
ら
し
て
日
本
国
を
に
ら
め
給
ふ
。
今
の
陰

ス

陽
師
の
天
変
頻
り
な
り
と
奏
し
申
是
也
。
地
天
日
々
に
起
て
大
海
の
上
に
小
船
を
う
か
べ
た
る
が
如
し
。
」
５
ど
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
さ

り

ら
に
七
月
二
日
の
大
田
氏
女
房
宛
御
返
事
に
よ
れ
ば
、
「
今
の
代
は
外
典
に
も
相
違
し
、
内
典
に
も
違
背
せ
る
か
の
ゆ
へ
に
、
二
の
大
科

一
国
に
起
て
、
已
に
亡
国
と
な
ら
む
と
し
候
歎
。
不
便
不
便
。
兎
と
あ
り
、
正
法
正
師
の
敵
多
く
し
て
天
変
地
天
も
連
続
し
、
ま
さ
に
亡

リ

日
蓮
聖
人
後
期
の
受
茶
羅
に
つ
い
て
（
三
）
（
上
田
）
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八
月
に
入
っ
て
「
俗
日
重
授
与
之
」
の
第
九
七
の
御
本
尊
が
あ
る
。
四
天
王
を
備
え
た
総
勧
請
の
型
式
で
あ
り
、
沼
津
市
岡
宮
の
光
長

寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
丈
五
三
・
九
、
幅
三
四
・
二
の
一
紙
で
小
型
に
属
し
て
い
る
が
、
筆
法
も
雄
潭
で
首
題
、
四
天
王
、
二
梵
字
、

署
名
、
花
押
は
太
字
で
あ
る
。
こ
の
月
は
内
房
女
房
か
ら
の
御
布
施
料
十
貫
が
届
け
ら
れ
豆
上
野
殿
か
ら
は
男
子
誕
生
の
報
が
入
り
、
日

若
御
前
と
命
名
さ
れ
て
い
詮
叩
）
「
俗
日
重
」
に
つ
い
て
は
、
恐
ら
く
は
富
士
近
辺
の
信
徒
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
る
。
す
で
に
前

年
の
弘
安
二
年
頃
に
は
、
多
い
日
に
は
山
中
に
百
余
人
が
集
ま
っ
て
き
て
、
法
華
経
の
読
調
や
摩
訶
止
観
の
講
義
が
開
か
れ
て
い
る
の
で
、

こ
の
頃
に
も
そ
う
し
た
百
人
か
ら
の
僧
俗
が
、
聖
人
の
も
と
に
来
て
、
聴
講
や
読
調
行
が
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
推
察
さ
れ
よ
う
。
或

い
は
日
重
も
そ
う
し
た
人
々
の
中
の
一
人
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
尚
、
こ
の
御
本
尊
か
ら
讃
文
の
「
仏
滅
度
後
二
千
二
百
二
十
余
年

之
間
云
云
」
と
あ
る
の
が
、
「
三
十
余
年
」
と
改
め
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

九
月
に
入
っ
て
三
日
に
は
「
俗
日
目
」
宛
の
第
九
八
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
又
、
日
興
の
次
の
よ
う
な
添
書
が
右
下
に
あ
る
。
即
ち
「
富

士
上
方
上
野
弥
三
郎
重
満
与
之
日
興
」
と
あ
り
、
更
に
左
下
に
は
「
正
和
元
年
出
家
三
郎
左
近
入
道
也
」
と
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
両
添

書
は
左
右
の
筆
跡
が
違
う
よ
う
に
も
見
え
る
。
直
接
の
授
与
者
で
あ
る
「
俗
日
目
」
と
、
添
書
に
あ
る
上
野
弥
三
郎
重
満
と
、
出
家
三
郎

左
近
入
道
と
の
関
連
が
判
然
と
し
な
い
。
弥
三
郎
重
満
が
正
和
元
年
出
家
し
て
三
郎
左
近
入
道
と
な
っ
た
、
と
も
受
け
と
め
ら
れ
る
が
、

日
蓮
聖
人
後
期
の
受
茶
羅
に
つ
い
て
（
三
）
（
上
田
）

国
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
時
期
に
当
り
、
藤
原
国
貞
を
始
め
と
す
る
一
族
同
門
の
信
徒
ら
に
、
法
敵
退
散
と
災
難
を
除
く
た
め
の
祈
願
を
こ
め
た
曼

茶
羅
の
授
与
が
あ
り
、
信
心
増
進
を
勧
奨
さ
れ
た
こ
と
は
当
然
あ
り
え
た
こ
と
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

二
、

(26）



さ
だ
か
で
は
な
い
。
日
興
の
「
本
尊
分
与
帳
」
に
よ
る
と
、
「
一
、
富
士
上
野
弥
三
郎
重
光
者
、
日
興
弟
子
也
。
低
申
二
泉
婁
。
上
野
殿

ノ

ノ

家
人
也
。
」
．
ど
あ
る
。
こ
の
弥
三
郎
重
光
は
先
の
弥
三
郎
重
満
の
こ
と
か
ど
う
か
も
つ
ま
び
ら
か
で
は
な
い
ｏ
も
し
も
同
一
で
あ
る
と
す

る
と
、
こ
の
「
俗
日
目
」
な
る
人
物
は
、
上
野
殿
の
家
人
か
、
又
は
そ
の
周
辺
の
存
在
で
は
な
か
っ
た
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

一
年
前
の
弘
安
二
年
二
月
に
図
顕
さ
れ
た
第
六
○
の
曼
茶
羅
に
は
、
本
誌
先
号
に
て
述
べ
た
如
く
、
「
釈
子
日
目
授
与
之
」
と
あ
る
。

ノ

こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
新
田
卿
公
日
目
の
こ
と
で
、
「
日
興
第
一
弟
子
也
」
と
い
わ
れ
て
い
る
大
石
寺
二
祖
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
「
俗
日

目
」
は
在
俗
の
篤
信
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
現
在
京
都
の
妙
蓮
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
富
士
方
面
の
曼
茶
羅
授
与
者
に
は
、
こ
の

よ
う
に
日
興
関
係
の
人
々
が
多
く
、
そ
れ
だ
け
日
興
の
教
線
が
多
く
の
地
域
に
影
響
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

次
に
九
月
八
日
に
は
「
優
婆
夷
源
日
教
授
与
之
」
の
第
九
九
番
目
が
あ
る
。
横
浜
市
中
区
の
某
家
で
所
蔵
し
て
い
る
が
、
こ
の
御
本
尊

に
つ
い
て
は
、
延
山
二
十
一
世
寂
照
日
乾
・
同
二
十
二
世
心
性
日
遠
・
同
二
十
八
世
妙
心
日
莫
の
三
師
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
御
霊
宝
記
録
」

や
「
御
真
翰
入
函
之
次
第
」
等
の
中
で
、
身
延
の
重
宝
と
し
て
記
録
に
残
し
て
い
亙
叩
）
特
に
日
莫
の
目
録
の
中
に
は
、
三
十
二
世
智
寂
日

省
が
付
け
加
え
た
文
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
「
弘
安
三
年
波
木
井
日
教
授
与
之
御
本
尊
者
云
々
」
と
あ
る
。
乾
・
遠
・
翼
の

三
師
の
記
録
に
は
、
共
に
「
優
婆
夷
源
日
教
授
与
」
と
あ
る
の
に
、
省
師
に
限
っ
て
「
波
木
井
日
教
」
と
あ
る
の
は
不
審
で
あ
り
、
更
に

三
十
三
世
の
遠
沽
日
亨
の
「
西
土
蔵
宝
物
録
」
に
は
、
「
波
木
井
日
長
授
与
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
毎

そ
う
し
て
み
る
と
、
こ
の
優
婆
夷
の
源
日
教
な
る
人
物
は
、
地
元
の
波
木
井
氏
の
関
係
者
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
推
察
で
き
よ
う
。

そ
う
で
な
け
れ
ば
「
優
婆
夷
」
と
あ
っ
た
も
の
が
、
な
ん
の
関
係
も
な
く
「
波
木
井
」
に
変
わ
る
は
ず
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
ま
た
「
源
日
教
」
と
あ
る
の
は
、
周
知
の
如
く
波
木
井
氏
は
清
和
源
氏
の
流
れ
を
汲
む
も
の
で
あ
る
か
ら
、
特
に
不
思
議
で
は
な
い

と
も
い
え
よ
う
。
た
だ
優
婆
ま
で
は
な
く
優
婆
夷
で
あ
る
と
す
る
と
、
た
と
え
波
木
井
氏
の
関
係
者
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
当
時
女
性
で

日
蓮
聖
人
後
期
の
塁
茶
羅
に
つ
い
て
（
三
）
（
上
田
）
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次
に
十
一
月
に
至
り
、
今
度
は
比
丘
日
法
に
授
与
さ
れ
た
第
一
○
○
番
の
御
本
尊
が
あ
る
。
こ
れ
は
首
題
も
雄
大
で
あ
り
、
先
の
第
九

九
・
第
九
八
が
や
や
細
目
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
れ
以
後
は
大
書
さ
れ
て
い
る
。
弘
安
後
期
ら
し
く
首
題
と
四
天
王
が
他
を
圧
し
て
堂
々

と
書
写
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
授
与
者
の
「
比
丘
日
法
」
に
つ
い
て
は
、
前
の
第
六
五
の
御
本
尊
に
は
「
沙
門
日
法
授
与
之
」
と
あ
り
、
こ

日
蓮
聖
人
後
期
の
塁
茶
羅
に
つ
い
て
（
三
）
（
上
田
）

「
源
日
教
」
と
い
う
の
は
、
少
々
疑
問
が
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
日
号
を
授
け
ら
れ
た
女
性
信
徒
は
他
に
も
い
る
の
で
、
別
段
の
こ
と
は

な
い
が
、
「
源
日
教
」
と
な
る
と
、
男
性
の
場
合
は
当
然
で
あ
る
が
、
女
性
の
場
合
は
珍
ら
し
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
い
づ
れ
に
し
て

も
九
月
八
日
に
源
日
教
へ
こ
の
御
本
尊
が
授
与
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
こ
と
で
あ
り
、
日
教
が
西
谷
を
尋
ね
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
九
月
は
一
日
に
松
野
殿
女
房
か
ら
、
白
米
や
芋
・
梨
子
・
枝
大
豆
等
の
野
菜
類
が
送
ら
れ
て
き
て
お
り
、
六
日
に
は
上
野
殿
後
家

尼
御
前
か
ら
、
南
条
七
郎
五
郎
の
死
去
の
計
報
が
届
き
、
十
九
日
に
は
光
日
尼
へ
、
ま
た
翌
二
十
日
に
は
大
尼
御
前
へ
の
御
返
事
が
記
さ

れ
て
い
る
。
源
日
教
を
入
れ
る
と
二
十
日
間
に
、
女
性
ば
か
り
五
人
も
の
人
々
か
ら
、
御
供
養
や
書
信
が
届
き
、
御
返
事
や
御
本
尊
の
授

与
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
西
谷
は
信
女
・
優
婆
夷
を
中
心
と
し
た
交
信
が
盛
ん
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
身
延
時
代
九
年
間
を

通
し
て
み
て
も
、
聖
人
の
女
性
信
徒
に
対
す
る
教
化
は
、
男
性
信
徒
に
対
す
る
よ
り
も
多
い
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
う
し
た
消
息
文

や
御
本
尊
の
授
与
等
の
上
か
ら
も
首
肯
で
き
る
も
の
が
あ
る
。
実
際
に
西
谷
を
訪
れ
た
人
数
に
つ
い
て
は
、
定
か
で
は
な
い
が
、
女
性
の

身
と
し
て
は
四
山
四
河
に
囲
ま
れ
た
山
奥
の
地
へ
旅
す
る
こ
と
は
、
当
時
と
し
て
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ

て
男
性
の
弟
子
や
信
徒
の
出
入
り
の
方
が
、
数
か
ら
す
る
と
多
く
て
当
然
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
女
性
は
使
者
を
立
て
西
谷
へ
供
養
の
品

や
通
信
文
を
託
し
て
よ
こ
し
て
い
る
例
は
、
相
当
に
多
く
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
食
糧
品
や
衣
類
等
、
女
性
ら
し
い
こ
ま
や
か
な
気
配
り

に
よ
る
供
養
品
が
届
け
ら
れ
、
草
庵
生
活
の
聖
人
を
慰
め
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
の
九
月
が
そ
の
代
表
的
な
一
時
期
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(詔）



の
「
比
丘
日
法
」
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
判
然
と
し
な
い
も
の
が
あ
る
。
既
に
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
本
誌
の
先
号
に
て
ふ
れ
て
い
る

の
璋
静
複
を
さ
け
る
が
、
恐
ら
く
は
同
一
人
物
と
み
な
し
て
さ
し
つ
か
え
な
か
ろ
う
。
第
六
五
の
御
本
尊
は
集
団
の
代
表
者
た
る
沙
門
日

法
へ
、
第
一
○
○
の
御
本
尊
は
個
人
と
し
て
の
比
丘
日
法
へ
の
授
与
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
て
く
る
。

ニ
ス
ヲ

尚
、
日
興
の
筆
で
、
「
紀
伊
国
目
刑
部
左
衛
門
入
道
相
伝
之
」
と
添
書
が
右
下
に
あ
り
、
ま
た
更
に
「
子
息
沙
弥
日
然
譲
二
与
之
一
」
と

書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
畝
蜘
）
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
読
む
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。
日
法
に
授
与
さ
れ
た
こ
の
御
本
尊
が
何

ら
か
の
仏
縁
に
よ
り
、
次
ぎ
次
ぎ
に
相
伝
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
み
な
し
え
よ
軍
茄
）
現
在
は
佐
渡
の
世
尊
寺
に
保
存
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
も
、
そ
の
一
端
を
物
語
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

か
く
し
て
十
一
月
に
は
も
う
一
幅
、
有
名
な
「
伝
法
御
本
尊
」
と
称
さ
れ
て
い
る
第
一
○
｜
の
曼
茶
羅
が
あ
る
。
こ
の
御
本
尊
は
特
に

首
題
も
二
梵
字
・
四
天
王
共
に
雄
大
で
あ
り
、
首
題
と
花
押
が
全
紙
（
一
九
七
、
六
糎
）
を
通
し
て
大
書
さ
れ
て
い
る
。
「
釈
子
日
昭
傳

之
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
「
伝
法
御
本
尊
」
と
称
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
普
通
は
「
授
与
之
」
と
あ
る
の
で
あ
る
が
、
こ

の
御
本
尊
に
限
っ
て
「
傳
之
」
と
あ
り
、
異
例
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

六
老
僧
の
筆
頭
で
あ
り
、
教
線
の
拡
張
に
重
き
を
置
い
て
い
た
人
へ
の
授
与
で
あ
る
が
、
十
二
枚
継
ぎ
の
点
か
ら
み
て
も
、
日
昭
個
人

宛
の
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
「
釈
子
日
昭
」
に
か
か
わ
る
一
門
の
人
々
へ
の
御
本
尊
と
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
既
に
述
べ
た
如
く
、

個
人
宛
の
御
本
尊
と
集
団
を
対
象
と
し
た
御
本
尊
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
特
に
直
弟
子
の
中
で
も
、
活
溌
に
布
教
し
法
華
堂
を
構
え
て
宗

教
活
動
を
実
施
し
て
い
た
所
で
は
、
そ
の
代
表
者
に
宛
て
授
与
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
昭
・
日
向
と
い
っ
た
直

日
蓮
聖
人
後
期
の
塁
茶
羅
に
つ
い
て
（
三
）
（
上
田
）

三
、
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年
が
改
ま
り
弘
安
四
年
に
入
る
と
、
二
月
二
日
に
「
優
婆
塞
藤
原
日
生
授
与
之
」
と
い
う
第
一
○
二
の
曼
茶
羅
が
あ
る
。
珍
ら
し
く
日

付
が
入
っ
て
お
り
、
池
上
本
門
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
授
与
者
の
藤
原
日
生
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
か
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
第
九

日
蓮
聖
人
後
期
の
受
茶
羅
に
つ
い
て
（
三
）
（
上
田
）

弟
子
に
、
重
ね
て
曼
茶
羅
の
授
与
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
れ
を
証
す
る
一
つ
と
も
い
え
よ
う
。
そ
の
意
味
か
ら
す
る
と
「
傳
之
」
と
い
う

意
図
が
理
解
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
透

「
釈
子
」
と
い
う
表
現
は
、
日
蓮
聖
人
の
場
合
、
『
撰
時
抄
』
の
最
初
に
「
釈
子
日
蓮
述
」
聡
ど
あ
る
。
佐
渡
を
経
て
身
延
へ
入
山
さ
れ

た
聖
人
は
、
こ
の
書
を
著
し
て
、
教
儀
に
関
す
る
し
め
く
く
り
の
一
つ
と
し
て
お
ら
れ
る
。
敢
て
「
釈
子
日
蓮
」
と
さ
れ
た
心
意
気
を
感

じ
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
「
日
域
沙
門
日
蓮
田
と
か
「
根
本
大
師
門
人
日
蓮
」
又
は
「
本
朝
沙
門
日
蓮
」
「
沙
門
日
蓮
」
「
桑
門
日
運
］
）

（
旧
》
（
胴
）

「
扶
桑
沙
門
日
遮
］
）
と
い
っ
た
表
記
も
あ
る
が
、
や
は
り
「
釈
子
日
蓮
」
と
称
し
た
こ
と
に
大
き
な
意
義
が
感
じ
と
れ
よ
う
壱

こ
の
御
本
尊
で
「
釈
子
日
昭
」
と
さ
れ
た
の
も
、
日
昭
に
対
す
る
期
待
と
、
遊
学
時
代
か
ら
の
心
を
ゆ
る
し
た
仲
で
あ
り
、
且
つ
一
歳

年
長
で
あ
っ
た
日
昭
に
対
す
る
聖
人
の
心
が
現
れ
て
い
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
事
実
日
昭
は
門
下
の
長
老
と
し
て
、
聖
人
が
佐
渡

へ
流
罪
さ
れ
た
あ
と
、
ま
た
身
延
へ
入
山
さ
れ
た
後
の
鎌
倉
に
あ
っ
て
、
教
団
を
よ
く
維
持
し
て
時
に
聖
人
に
代
っ
て
轄
掴
語
瀞
罰
喜
昭
。

朗
の
二
師
が
中
心
と
な
っ
て
果
し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
の
乙
翅
）
曼
茶
羅
の
授
与
も
当
然
で
あ
り
、
「
傳
之
」
と
さ
れ
た
意
図
も
充
分
に

納
得
で
き
る
も
の
と
い
え
る
。
名
瀬
や
浜
土
に
法
華
の
道
場
が
造
立
さ
れ
、
日
昭
を
中
心
に
一
帯
の
信
仰
は
盛
ん
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
が
、
こ
の
御
本
尊
も
そ
う
し
た
道
場
に
奉
安
さ
れ
、
後
に
寺
院
と
し
て
栄
え
て
い
く
基
礎
を
な
し
た
と
も
考
え
ら
れ
て
く
る
。
と
も

あ
れ
「
伝
法
御
本
尊
」
と
し
て
の
意
味
は
、
当
時
の
信
仰
生
活
者
ら
に
と
っ
て
、
極
め
て
深
い
も
の
を
持
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う

四
、

(”）



此
の
頃
は
一
月
か
ら
二
月
へ
か
け
て
、
重
須
殿
女
房
や
、
上
野
尼
御
前
、
桟
敷
女
房
と
い
っ
た
人
々
が
、
食
糧
や
衣
類
の
ご
供
養
を
西

谷
へ
届
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
に
交
っ
て
藤
原
日
生
も
身
延
を
訪
れ
、
御
本
尊
の
授
与
に
あ
ず
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
身
延
山
の
二

月
は
ま
だ
寒
気
も
厳
し
い
の
で
、
登
詣
す
る
こ
と
も
難
儀
で
あ
っ
た
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
同
じ
く
二
月
に
も
う
一
幅
、
「
俗
資
光
授
与
之
亦
云
宝
日
」
の
第
一
○
三
の
御
本
尊
が
あ
る
。
熊
本
の
本
妙
寺
所
蔵
で
あ
る

が
、
こ
の
俗
資
光
に
つ
い
て
も
身
元
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
「
亦
云
宝
日
」
に
つ
い
て
も
何
等
の
手
が
か
り
は
な
い
。
御
本
尊
の

型
式
は
前
の
藤
原
日
生
に
授
与
さ
れ
た
も
の
と
全
く
同
一
で
あ
る
。
こ
の
同
じ
頃
、
西
谷
を
訪
ね
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
直
檀
の

一
人
で
あ
っ
た
こ
と
に
相
違
は
な
か
ろ
う
。

三
月
に
入
っ
て
「
俗
日
大
授
与
之
」
の
第
一
○
四
の
御
本
尊
が
あ
る
。
こ
れ
は
前
の
資
光
や
日
生
に
与
え
ら
れ
た
も
の
と
い
さ
さ
か
筆

が
異
り
、
左
下
花
押
近
く
に
「
懸
本
門
寺
可
為
末
代
重
宝
也
」
と
あ
り
、
右
側
下
隅
に
は
「
富
士
上
野
顕
妙
新
五
郎
仁
日
興
申
与
之
」

と
細
字
で
添
書
さ
れ
て
い
る
。
何
れ
も
日
興
の
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
日
大
も
ま
た
日
興
の
関
係
者
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
察
で
き

る
。
左
右
の
添
書
が
理
解
し
に
く
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
当
初
は
日
大
授
与
の
御
本
尊
で
あ
っ
た
も
の
を
、
何
ん
ら
か
の
理
由
に
よ
り
、

一
旦
は
本
門
寺
の
末
代
重
宝
と
し
て
懸
け
る
べ
く
考
え
ら
れ
た
が
、
縁
あ
っ
て
富
士
上
野
顕
妙
新
五
郎
に
日
興
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
と

み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

あ
る
の
で
、

が
わ
か
る
。

五
の
御
本
尊
が
「
俗
藤
原
国
貞
」
に
授
与
さ
れ
て
お
り
、
第
八
八
が
「
優
婆
塞
藤
原
広
宗
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
同
じ
藤
原
姓
で

あ
る
の
で
、
あ
る
い
は
同
族
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
日
号
を
持
っ
て
い
る
点
か
ら
み
て
も
、
相
当
に
熱
心
な
信
徒
の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と

或
い
は
こ
の
逆
に
、
日
大
か
ら
日
興
へ
渡
り
、
更
に
新
五
郎
か
ら
本
閉
寺
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
も
し
そ

日
蓮
聖
人
後
期
の
受
茶
羅
に
つ
い
て
（
三
）
（
上
田
）

(釦）



四
月
に
入
る
と
五
日
に
、
「
僧
日
春
授
与
之
」
と
い
う
第
一
○
五
が
あ
る
。
岡
宮
光
長
寺
に
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、
僧
日
春
に
つ
い

て
は
、
一
往
『
別
頭
統
紀
』
の
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
「
光
長
寺
第
三
代
日
春
法
印
」
と
あ
り
、
「
字
空
存
俗
姓
鮎
沢
氏
甲
州
山
梨
郡

之
人
也
。
天
性
聡
敏
好
し
学
不
レ
倦
云
云
電
と
あ
っ
て
、
最
初
は
天
台
宗
の
僧
で
あ
り
、
岡
宮
に
瑞
世
し
法
印
に
昇
っ
た
と
い
う
。
休
息
山

の
日
乗
と
縁
が
厚
く
共
に
日
蓮
聖
人
に
帰
依
し
、
身
延
山
へ
登
っ
て
師
資
の
契
を
結
び
、
聖
人
よ
り
日
春
の
名
を
賜
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。

和
泉
阿
闇
梨
日
法
を
請
し
て
開
山
の
祖
と
し
、
休
息
の
日
乗
を
第
二
の
主
と
な
し
、
自
ら
を
第
三
代
に
あ
て
た
こ
と
か
ら
、
岡
宮
と
休
息

の
「
両
寺
一
山
之
格
」
と
な
し
た
と
も
伝
え
て
い
る
。
即
ち
四
月
五
日
に
西
谷
を
尋
ね
、
聖
人
よ
り
こ
の
御
本
尊
の
授
与
が
あ
っ
た
わ
け

で
あ
る
が
、
右
の
所
伝
に
よ
れ
ば
日
春
は
元
は
慈
覚
大
師
の
流
れ
を
く
む
台
密
僧
か
ら
の
改
宗
僧
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
日
法

に
仕
え
る
こ
と
「
如
レ
侍
二
高
祖
一
」
と
あ
る
の
で
、
実
際
は
日
法
・
日
乗
の
影
響
を
大
き
く
受
け
た
改
宗
帰
伏
の
僧
で
あ
り
、
直
弟
子
と

樗
垣
壱
の
一
人
垂

さ
れ
て
い
る
。 日

蓮
聖
人
後
期
の
塁
茶
羅
に
つ
い
て
（
三
）
（
上
田
）

う
で
あ
る
と
し
た
ら
「
末
代
重
宝
」
の
御
本
尊
で
あ
る
だ
け
に
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
本
門
寺
の
所
蔵
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
る
に
香
川
県
高
瀬
の
法
華
寺
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
点
か
ら
推
察
す
る
に
、
恐
ら
く
は
右
下
の
日
興
添
書
の
通
り
、
日
興
か
ら
新
五
郎

へ
与
え
ら
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
い
ず
れ
に
も
せ
よ
俗
日
大
授
与
の
御
本
尊
が
、
何
に
故
に
本
門
寺
の
末
代
重
宝
と
な
っ

て
い
っ
た
の
か
、
又
そ
れ
が
新
五
郎
へ
渡
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、
一
幅
の
御
本
尊
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
こ
に
秘
め
ら
れ

た
史
実
を
探
る
こ
と
は
、
当
時
の
信
仰
者
間
の
動
静
を
知
る
上
か
ら
も
意
義
の
深
い
も
の
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
新
五
郎
が
日
興
の
弟

子
で
あ
り
、
百
姓
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
日
興
の
「
本
尊
分
与
幌
〕
）
に
記
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
最
初
の
授
与
者
た
る
日
大
に

つ
い
て
は
、
詳
細
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
俗
と
は
い
え
日
号
を
持
ち
、
御
本
尊
の
授
与
ま
で
さ
れ
て
い
る
の
で
、
当
時
は
富
士
方
面
の
篤

信
者
の
一
人
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
に
は
相
違
な
い
も
の
と
い
え
る
。
尚
、
こ
の
御
本
尊
に
は
、
普
賢
・
文
殊
・
舎
利
弗
等
の
迩
化
が
省
略

(錨）



尚
、
身
延
の
三
十
三
世
遠
沽
日
亨
の
御
本
尊
臨
写
に
よ
る
『
御
本
尊
鑑
』
に
よ
る
と
、
「
沙
門
日
春
」
と
あ
り
「
日
春
授
与
弘
安
二

年
酔
蛎
七
月
雷
）
と
あ
る
が
、
こ
の
「
沙
門
日
春
」
へ
授
与
さ
れ
た
と
い
う
御
本
尊
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
『
御
本
尊
集
目
録
』
の
中
に
は
収

録
さ
れ
て
い
な
い
し
、
「
沙
門
日
春
」
と
「
僧
日
春
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
一
見
同
一
人
物
の
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
が
、
今
の
と

こ
ろ
審
ら
か
で
は
な
い
。
惟
う
に
弘
安
四
年
四
月
五
日
の
御
本
尊
が
、
僧
日
春
に
授
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
現
に
光
長
寺
に
保
存
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
推
す
と
、
こ
の
時
に
日
春
は
西
谷
を
尋
ね
、
『
頭
記
』
の
説
の
如
く
、
日
春
の
名
を
賜
っ
た
と
す
る
と
、
『
御
本
尊
鑑
』

の
伝
え
る
「
弘
安
二
年
醗
蛎
七
月
日
沙
門
日
春
授
与
」
は
別
人
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
こ
よ
う
。
し
か
し
そ
の
御
本
尊
（
沙
門
日
春
宛
）

は
、
現
在
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
果
し
て
身
延
山
宝
蔵
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
が
所
在
は
不
明
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

弘
安
二
年
の
沙
門
日
春
宛
の
御
本
尊
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
上
論
及
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
も
う
一
つ
不
審
な
の
は
、
仮
り
に
こ
の

御
本
尊
が
当
時
存
在
し
て
い
た
と
し
て
、
身
延
山
の
宝
蔵
に
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
光
長
寺
の
三
祖
日
春
宛
で
あ
る
と
し
た
ら
、
当

然
の
こ
と
な
が
ら
光
長
寺
に
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
が
身
延
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
、
妙
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
或
い
は
全
く
の

別
人
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
沙
門
日
春
は
如
何
な
る
人
物
で
あ
っ
た
ろ
う
か
、
今
後
の
研
究
を
待
つ
こ
と
に
な
ろ
う
。

次
に
四
月
十
七
日
付
で
「
俗
真
広
授
与
之
」
の
第
一
○
六
番
の
御
本
尊
が
あ
る
。
丈
が
五
四
・
二
糎
、
幅
が
三
三
・
三
糎
の
一
紙
で
小

型
で
あ
り
、
第
一
○
四
番
と
同
様
に
普
賢
、
文
殊
等
と
い
っ
た
迩
化
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
更
に
四
天
王
も
な
く
二
梵
字
が
大
書
さ
れ
て

日
蓮
聖
人
後
期
の
塁
茶
羅
に
つ
い
て
（
三
）
（
上
田
）

は
い
え
、
聖
人
に
常
時
付
き
従
っ
て
い
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
聖
人
の
弟
子
や
信
徒
の
中
に
は
こ
う
し
た
類
の
人
々
も
決
し
て
少
な

く
な
か
っ
た
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
た
ま
た
ま
日
春
も
そ
う
し
た
中
の
一
人
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
雷
遺
文
上
に
は
現
れ
て
こ
な
い
僧
俗

で
、
曼
茶
羅
の
授
与
に
当
り
、
そ
の
名
を
残
す
と
い
う
人
物
も
あ
っ
て
、
西
谷
を
尋
ね
て
き
た
人
々
は
、
こ
の
他
に
も
相
当
あ
っ
た
で
あ

で
、
曼
茶
羅
の
授
与
に
当
掘

ろ
う
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

（粥）



次
に
四
月
廿
五
日
御
染
筆
の
「
比
丘
尼
持
円
授
与
之
」
と
い
う
第
一
○
七
の
御
本
尊
が
京
都
の
本
満
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
御

本
尊
は
再
び
十
界
勧
請
で
四
天
王
を
備
え
、
三
紙
な
が
ら
雄
揮
で
あ
る
。
右
下
の
大
広
目
天
王
の
右
側
に
「
甲
斐
国
大
井
庄
々
司
入
道
女

子
同
国
曽
根
小
五
郎
後
家
尼
者
日
興
弟
子
也
価
申
与
之
」
と
あ
り
、
同
天
王
の
左
側
に
は
「
可
為
本
門
寺
重
宝
也
」
と
日
興
筆
の
添
書
が

あ
る
。
ま
た
左
側
下
の
授
与
者
名
と
花
押
の
中
間
に
、
「
孫
大
試
公
日
正
相
伝
之
」
と
日
興
の
添
書
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
比
丘
尼
持
円

は
、
日
興
の
添
書
に
あ
る
曽
根
小
五
郎
後
家
尼
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
も
受
け
と
め
ら
れ
る
が
、
必
ず
し
も
同
一
人
物
で
あ
る
か
ど
う

か
は
決
め
か
ね
る
点
も
あ
る
。
前
例
に
よ
る
と
、
直
接
の
授
与
者
と
は
違
っ
た
人
物
に
、
更
に
「
申
与
之
」
と
い
う
こ
と
も
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
し
か
し
「
孫
大
敵
公
日
正
相
伝
之
」
と
あ
る
点
か
ら
推
す
と
、
判
明
す
る
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
が
、
大
敵
公
に
つ
い
て
は
、

『
御
本
尊
集
目
録
』
で
も
指
摘
し
て
い
る
如
鍾
、
日
郷
の
『
日
興
上
人
御
遷
化
次
第
』
の
中
に
、
二
名
の
大
翫
公
が
存
在
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
即
ち
「
前
陳
上
蓮
坊
」
の
下
に
「
右
ｌ
三
位
阿
闇
梨
。
大
敵
公
。
美
濃
公
。
周
防
公
等
々
」
卸
ど
続
い
て
お
り
、
さ
ら
に
「
後

陳
蓮
蔵
坊
ｌ
右
伊
予
阿
闇
梨
。
宰
相
阿
闇
梨
」
等
と
続
い
て
、
六
人
目
に
大
威
公
が
名
を
つ
ら
ね
て
い
る
。
ま
た
御
遺
物
の
分
配
に
当
っ

日
蓮
聖
人
後
期
の
受
茶
羅
に
つ
い
て
（
三
）
（
上
田
）

い
る
。
京
都
の
本
国
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
通
称
を
「
若
宮
御
本
尊
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
審
か
で
は
な
い
が
、
真
広

ル

と
い
う
人
物
に
由
来
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
『
大
風
御
書
』
に
よ
る
と
、
「
去
文
永
十
一
年
四
月
十
二
日
の
大
風
と
、
此
四
月
二
十
八
日

の
よ
の
大
風
と
勝
劣
い
か
ん
。
い
か
ん
が
聞
候
と
い
そ
ぎ
恥
ぜ
給
侯
へ
蝿
）
と
あ
る
の
で
、
こ
の
頃
又
天
変
が
あ
り
、
災
難
除
け
の
御
本

キ

尊
と
し
て
、
こ
う
し
た
型
式
（
二
梵
字
大
書
）
の
も
の
が
採
用
さ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
前
述
の
如
く
二
梵
字
大
書
の
型
式
は
、
祈

願
を
主
と
し
た
場
合
に
多
い
の
で
、
こ
の
御
本
尊
も
あ
る
い
は
真
広
の
祈
願
に
対
し
て
の
御
図
顕
で
あ
っ
た
、
と
も
考
え
ら
れ
る
。
聖
人

の
檀
越
と
し
て
あ
ま
り
名
の
知
ら
れ
て
い
な
い
「
俗
真
広
」
で
は
あ
る
が
、
晩
年
の
信
徒
の
一
人
と
し
て
、
篤
信
の
徒
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

(郷）



て
は
、
「
二
連
大
威
公
」
と
「
一
連
大
試
公
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
何
れ
に
し
て
も
日
興
の
弟
子
で
あ
っ
た
こ
の
後
家
尼
と
、
孫
大
威

公
日
正
と
が
、
こ
の
御
本
尊
を
相
伝
し
て
い
た
こ
と
に
は
相
違
な
い
も
の
と
い
え
る
。
十
界
勧
請
の
調
っ
た
型
式
で
あ
り
、
三
枚
継
ぎ
で

あ
る
点
な
ど
か
ら
「
比
丘
尼
持
円
」
を
代
表
者
と
す
る
一
団
の
信
徒
の
グ
ル
ー
プ
に
授
与
さ
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
故
に
こ
れ
が

の
ち
に
「
本
門
寺
重
宝
」
と
し
て
格
護
さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
と
み
な
し
え
よ
う
。
日
興
の
教
線
の
中
で
、
活
躍
し
た
人
々
も
多
数
い
た

こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
主
な
人
物
に
対
し
て
は
御
本
尊
の
授
与
も
、
当
然
考
え
ら
れ
て
く
る
し
、
ま
た
西
谷
を
訪
問
し
て
直
授
さ
れ
た

者
、
或
い
は
日
興
の
手
を
経
て
与
え
ら
れ
た
者
等
も
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
西
谷
の
聖
人
を
と
り
ま
く
比
較
的
近
郷
の
信
徒
集
団
か
ら
、

折
り
あ
る
ご
と
に
聖
人
を
訪
問
す
る
者
が
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
充
分
に
推
察
し
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

シ

し
か
し
、
同
上
の
『
本
尊
分
与
帳
』
に
よ
る
と
、
寂
日
房
の
弟
子
で
あ
る
と
い
う
曽
根
五
郎
の
後
家
尼
は
、
「
但
聖
人
御
滅
後
査
菰
酌
）

と
あ
る
の
で
、
遂
い
に
は
退
転
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
里
錘
一
」
の
寂
日
房
に
つ
い
て
も
ま
た
前
述
の
如
く
、
寂
日
房
日
華
と
寂
日
房
日

家
の
二
人
が
い
る
。
聖
人
の
滅
後
に
背
い
た
と
い
う
が
、
如
何
な
る
理
由
か
ら
か
不
明
で
あ
る
が
、
後
家
尼
の
身
で
あ
り
寂
日
房
の
弟
子

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
余
程
の
原
因
が
あ
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

こ
の
御
本
尊
を
図
顕
せ
ら
れ
た
翌
日
の
四
月
二
十
六
日
に
、
「
比
丘
尼
持
淳
授
与
之
」
の
第
一
○
八
番
目
の
曼
茶
羅
が
あ
る
。
こ
の
授

与
者
で
あ
る
「
持
淳
」
の
字
は
、
た
ま
た
ま
花
押
に
か
か
っ
て
し
ま
い
、
読
み
に
く
く
な
っ
て
い
る
が
、
多
分
「
淳
」
で
あ
ろ
う
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
一
百
に
わ
た
っ
て
共
に
比
丘
尼
で
あ
る
持
円
と
持
淳
に
授
与
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
し
て
、
こ
の
二
人
は
一
緒
に
西
谷
を
訪

れ
、
聖
人
よ
り
日
を
前
後
し
て
授
与
さ
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
持
淳
宛
の
御
本
尊
は
、
前
の
持
円
宛
よ
り
一
と
廻
り
小
型

で
、
一
紙
に
図
顕
さ
れ
鎌
倉
の
妙
本
寺
に
現
在
保
存
さ
れ
て
い
る
。
型
式
は
持
円
宛
と
全
く
同
様
で
あ
り
、
十
界
勧
請
で
あ
る
が
、
た
だ

右
の
梵
字
（
不
動
）
バ
ン
が
、
持
円
の
時
は
左
右
同
型
の
ウ
ン
の
如
く
に
見
え
た
が
、
持
淳
の
時
は
ま
た
元
に
戻
っ
た
型
と
な
っ
て
い
る
。

日
蓮
聖
人
後
期
の
受
茶
羅
に
つ
い
て
（
三
）
（
上
田
）

(妬）



日
蓮
聖
人
後
期
の
塁
茶
羅
に
つ
い
て
（
三
）
（
上
田
）

こ
の
梵
字
の
不
動
・
愛
染
に
つ
い
て
は
、
周
知
の
如
く
種
子
の
「
パ
ン
」
と
「
ウ
ン
」
を
象
形
図
案
化
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

梵
字
を
そ
の
ま
ま
現
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
聖
人
の
独
特
の
筆
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

こ
う
し
て
四
月
に
は
、
僧
日
春
を
始
め
、
俗
の
真
広
や
比
丘
尼
の
持
円
・
持
淳
等
が
、
西
谷
を
尋
ね
て
曼
茶
羅
を
授
与
さ
れ
、
更
に
深

い
教
化
を
受
け
て
い
る
。
尚
、
こ
の
四
月
八
日
に
は
例
の
『
三
大
秘
法
稟
承
事
』
が
執
筆
せ
ら
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
三
大
秘
法
に

つ
い
て
大
田
金
吾
に
宛
た
「
御
返
事
」
の
形
を
と
っ
て
い
る
。
「
此
三
大
秘
法
は
二
千
余
年
の
当
初
、
地
涌
千
界
の
上
首
と
し
て
、
日
蓮

慥
に
自
二
教
主
大
覚
世
尊
一
口
決
相
承
せ
し
也
。
罰
と
い
う
と
こ
ろ
の
相
承
の
世
界
が
、
即
ち
大
曼
茶
羅
と
し
て
図
顕
せ
ら
れ
て
い
る
と
い

力
り

え
よ
う
。
こ
の
御
書
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
既
に
各
方
面
で
実
施
さ
れ
て
い
る
が
》
型
一
」
の
時
点
で
図
顕
さ
れ
た
百
余
幅
の
曼
茶
羅
本
尊
を

含
め
て
、
三
秘
の
結
要
を
示
さ
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

戸

註
一

へへへへへへへへへ

9 8 7 6 54 3 2 1
ーｰーーｰーーー…

『
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』

『
日
蓮
と
そ
の
門
弟
』
（
高
木
豊
著
）

本
誌
第
六
五
号
三
九
頁
参
照

慈
覚
大
師
事
定
遺

上
野
殿
御
返
事
同

大
田
殿
女
房
御
返
事
同

内
房
女
房
御
返
事
同

上
野
殿
御
返
事
同

『
宗
学
全
書
』
興
尊
全
集

一七七七七七
一九八五四四
七一四八五二
頁頁頁頁頁頁

十
一
’
三

九
八
頁
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『
御
本
尊
集
目
録
』
（
立
正
安
国
会
）
一
四
一
頁

同
一
四
二
頁

本
誌
第
六
五
号
三
六
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

『
御
本
尊
集
目
録
』
（
立
正
安
国
会
）
一
四
三
頁

日
法
に
つ
い
て
は
、
『
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』
（
十
一
’
一
）
に
そ
の
伝
記
が
あ
る
。
即
ち
甲
州
安
国
山
立
正
寺
開
山
で
和
泉
阿
閣
梨
と
称
し
た
。

「
伝
之
」
と
は
、
集
団
に
対
し
て
末
代
に
此
の
御
本
尊
を
伝
え
、
信
行
の
増
進
を
は
か
る
よ
う
に
、
と
の
意
図
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
よ
う
。
断
絶
す
る
こ
と
な
く
、
伝
承
さ
れ
伝
授
さ
れ
て
行
く
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
指
示
さ
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

撰
時
抄
ゞ
定
過
一
○
○
三
頁

得
受
職
人
功
徳
法
門
妙
同
六
三
二
頁

法
華
題
目
妙
同
三
九
一
頁

顕
仏
未
来
記
同
七
三
八
頁

同
同
七
四
三
頁

法
華
取
要
抄
同
八
一
○
頁

「
釈
子
」
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
釈
迦
仏
の
弟
子
・
釈
尊
の
子
と
い
う
意
味
が
あ
る
が
、
特
に
釈
迦
仏
の
弟
子
と
い
う
意
味
の
中
に
は
、
如

来
使
・
仏
使
と
し
て
の
使
命
と
法
華
経
行
者
と
し
て
の
自
覚
の
問
題
が
聖
人
の
場
合
に
は
こ
め
ら
れ
て
い
る
と
解
し
え
よ
う
。

『
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』
（
九
’
一
）
に
伝
記
が
あ
る
が
、
宮
崎
英
修
博
士
は
、
昭
・
朗
二
師
が
身
延
入
山
で
聖
人
不
在
と
な
っ
た
鎌
倉
の
地

に
あ
っ
て
、
門
下
の
指
導
・
監
督
に
当
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
（
『
遺
文
辞
典
』
八
七
四
頁
）

『
宗
学
全
書
』
（
興
尊
集
）
二
七
頁

『
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』
十
二
’
二
○

『
身
延
山
史
』
に
よ
る
と
、
「
日
興
・
日
向
の
両
足
は
駿
河
富
士
方
面
に
、
日
昭
・
日
朗
両
上
は
鎌
倉
を
中
心
に
、
（
乃
至
）
日
法
は
甲
州
に
各

教
線
を
張
っ
て
宣
伝
せ
し
か
ば
、
他
宗
学
徒
の
帰
伏
改
宗
し
て
衣
を
更
ふ
る
も
の
に
駿
河
に
て
は
日
源
・
日
秀
・
日
弁
・
円
麓
等
の
台
徒
あ
り
。

甲
斐
に
は
密
家
に
日
乗
・
日
春
あ
り
。
」
（
一
七
頁
）
と
あ
る
。
六
老
僧
を
始
め
と
し
て
中
老
・
九
老
僧
の
教
線
拡
張
に
よ
り
、
帰
伏
改
宗
の
僧

も
多
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

日
蓮
聖
人
後
期
の
受
茶
羅
に
つ
い
て
（
三
）
（
上
田
）
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日
蓮
聖
人
後
期
の
塁
茶
羅
に
つ
い
て
（
三
）
（
上
田
）

『
御
本
尊
鑑
』
五
四
頁

大
風
御
書
定
遺
一
八
六
六
頁

『
御
本
尊
集
目
録
』
（
立
正
安
国
会
）
一
五
二
頁

『
宗
学
全
書
』
（
興
門
集
）
二
七
三
～
七
頁

『
宗
学
全
書
』
（
興
尊
全
集
）
’
一
六
頁

興
門
の
中
に
は
前
述
の
因
幡
房
日
永
の
場
合
も
「
但
今
背
了
」
と
、
後
に
至
っ
て
違
背
す
る
者
が
案
外
出
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
（
本
誌
第
六

十
五
号
三
十
八
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
）

三
大
秘
法
票
承
事
定
過
一
八
六
五
頁

古
来
真
偽
説
が
あ
り
、
最
近
ま
た
新
し
い
研
究
に
よ
っ
て
話
題
と
な
っ
て
い
る
。

(鉛）


